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・この計画は、地区内で意見や要望、「１０年後のありたい姿」を出し合い、地

区のわたしたちが話し合いをしながら作りました。 

・１０２の意見や要望（Ｐ４３～４６）を協議のうえ２８項目に整理し、それ

ぞれの項目について、わたしたちが考えた「ありたい姿」を実現するために「だ

れが」、「いつ（どのように）」、「何をする」かを、具体的な行動計画としてまと

めました（Ｐ６～１５）。 

・この計画の期間は、平成２３年度から平成３２年度までの１０年間ですが、

期間中に計画の見直しができるものとします。 

・わたしたちは、計画の期間中にやっていることを確認し、計画がうまく進ん

でいるかどうか、どうすればより良くなるか、話し合います（Ｐ１６）。 

・この計画は、第４次垂水市総合計画の基本構想にもとづく「地域振興計画」

の大野地区版（Ｐ１７）で、わたしたちが作り上げた「大野づくり計画」です。

わたしたちが行政と協働ですすめます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ この計画の位置づけ 

▲平成２２年度「ふれあいスポーツ大会」 平成２２年９月２０日（月） 
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２ わたしたちはすすめます 
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（１） 大野地区の歴史 

 大野地区の歴史は、大正３年１月の桜島大噴火に始まります。家を失い、田

畑を失った住民たちを救済すべく計画されたのが、遠くは朝鮮半島にまで及ぶ

集団移住でした。集団移住先の１つが大野原であり、入植と同時に小学校も作

られました。大正４年のことです。当初は８４戸が入植しましたが、ほぼ手つ

かずの原野開拓は苦難の連続で、数年で大野原を離れた人も多かったと伝えら

れています。その後、本城や水之上からの入植も行われ、昭和の初めには、７

３戸が残っていました。    

戦後、昭和の桜島大噴火の被災民、そして大陸からの引揚者など、新たな開

拓農家が大野に入植し、昭和２１年に垂桜、高峠の両集落が、昭和２４年に駒

ヶ丘集落ができました。これによって、大野地区は、大野原、垂桜、高峠、演

習林、駒ヶ丘に広がったのです。主な産業としては、製炭業などの林業、畜産

業、茶業をはじめとして、さつまいもやにんじんなど根菜類の生産も盛んな地

区となりました。 

しかし平成に入り、大

野地区に少子高齢化の

波が襲います。平成１８

年に大野小中学校が閉

校し、平成２２年には高

峠振興会が解散となり

ました。 

けれど明るい兆しも

あります。平成２２年に

は有志が集い、大野地区

青年部が結成されました。初めて企画した大野物産展「大野原（うのばい）い

きいき祭り」は、新聞等にも大きく採り上げられ大盛況でした。 

開拓の歴史をひも解くと、それぞれの出身地も、入植時期も、入植理由も異

なり、また苦労の絶えない開拓生活でしたが、住人総出で小学校を切り拓き、

地域の心のよりどころとして大羽重神社を創建し、道を造り、水道を引き、地

域をそして生活を自らの手で切り開いてきました。このように共助の心を大切

にする集落の営みは大野の伝統であり財産です。そしてそれは、現在に脈々と

受け継がれているのです。 

 

３ 大野地区はいま 

▲大にぎわいだった「大野原いきいき祭り」平成２２年１２月１２日（日） 

【参考資料】 

『垂水市史（上・下）』 

『閉校記念誌 大野』 
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（２）　大野地区の人口の推移

大野地区の人口と世帯数の推移

資料：住民基本台帳

大野地区の年齢構成の推移

資料：住民基本台帳

　大野地区の人口の推移をみてみると、人口・世帯数ともに年々減少していること

がわかります。

　このままの人口減少が続けば、平成32年には人口83人・46世帯まで減少すること

が予測されます。

（平成10年から平成20年の減少率をもとに、平成22年の人口・世帯数から算出）

　また、平成19年と平成23年の大野地区の年齢構成を比較してみると、平成19年で

は51歳から60歳の年齢層が一番多かったのに対し、平成23年では71歳～80歳の年齢

層が一番多くなっていることがわかります。
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４ わたしたちのねがい・夢（10 年後のありたい姿） 

一番のねがい 

「わたしたちは大野の人をふやしたい」

（住む人・来る人） 

わたしたちの高峠公

園、垂桜の景観資源

を生かす（P８） 

 

わたしたちが売る！

（P10） 

生産者も変わる

（P10） 

ずっと安心 

高齢者にやさしい

地域づくり（P６） 

 

よ り よ い 生 活

環境のために 

（P12～） 

加工の取り組みも

あらたな次の段階

へ（P10） 

来た人が喜ぶ体験

づくり（P10） 

▲豊年祭での棒踊奉納 平成２２年１１月３日（水） 

空き家などの有効

活用、人を呼ぶ取

り組み（P14） 

 

公民館、地区公民館、

自然学校と、地域との結

びつき（P６～） 
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前期（１～３年目） 中期（４～６年目） 後期（７～10年目）

地域 「行動」からひろがる「大野づくり」になるように、分野ごとにま
出されたすべての意見を精査し 整理・

意見・要望
一覧より
（P43～

46）

「ありたい姿」や
ねがい

「こうありたい」ための行動
優先
度

市役所関係課長
の回答・見解

優先度

だれが動
くか
※複数記
載あり

「こうありたい」のため、いつ、どのように動く？
市役所
関係課

わたしたちは大野の人をふやしたい（住む人・来る人） わたしたちは大野の人をふやしたい（住む人・来る人）

５ 整理・選択された項目の行動計画（いつ、どのように動く？）

以下の回答・見

解については、平

成２３年１月２１日

（金）及び１月２８日

2
高齢者の病院、買い物のときの乗り物（交
通対策）

市 企画課
乗合タクシーの第２便の帰り
の時間を１時間遅くする

・運行変更のために協議
会へ提案を行う

市
県、国

ずっと安心
高齢者にやさしい
地域づくり

－ ムリなくできることを、なるべく具体的に書きます。
計画に対して、行政は応援します。

とめて言い表
します。

出されたすべての意見を精査し、整理・
選択された項目を掲載

高は、

☆印

1・
大野原総会

高齢者の安否確認（毎日旗をあげて目印
に）

「毎日旗上げをする」
道路から見えるよう目印
近所となりだけで？
※方法は再協議

地域

・計画を立てて要請を

（金）に開催された、

市関係課長同席の

話し合いの場での

発言をもとに作成し

ています。

地域 グランドゴルフとカラオケ

市
保健福祉課

社会教育課

バス送迎
遊具類の提供
講師派遣

6・
大野原総会

地区公民館の補修（塗り替え・軒下・軒天な
ど）

市 社会教育課

部屋のフローリング補修
軒下・軒天の修繕
外壁落下修繕
台所排水改善

・市内の９地区公民館が一
斉に傷んでいる状況
・状況を実際に見る
・あらためて見積書を取っ
て要望されたい

地域
垂桜振興会では今年からい
きいきサロンを実施中

市
社会教育課

保健福祉課

財政支援

指導者派遣

公民館、地区公民
館、自然学校と、
地域との結びつき

3･4･5・
大野原総会

高齢者向けの何か娯楽があったらいい
高齢者クラブがボランティアで作付した野菜
を必要なところにふるまい大野の野菜として
PR
高齢者が日中過ごせるような場所をつくる

7・
垂桜総会

公民館を開放して健康教室、お菓子作り、
夕食づくりができるようにしたい
垂桜公民館の倉庫を新築

☆

計画を立てて要請を
・遊具類は貸し出し可能

・公民館改修は40％補助、
上限36万円
・計画を立てて要請を

保健福祉課 指導者派遣

地域
畑の貸与
運営に協力する

市 社会教育課 継続して運営していく

11・12
14・16

自然学校と地域との連携をもっと密に

・地区公民館の年間計画
とすり合わせる必要

－６－ －７－



前期（１～３年目） 中期（４～６年目） 後期（７～10年目）

意見・要望
一覧より
（P43～

46）

「ありたい姿」や
ねがい

「こうありたい」ための行動
優先
度

市役所関係課長
の回答・見解

だれが動
くか
※複数記
載あり

「こうありたい」のため、いつ、どのように動く？
市役所
関係課

わたしたちは大野の人をふやしたい（住む人・来る人） わたしたちは大野の人をふやしたい（住む人・来る人）

地域

大野で市内棒踊の発表・競
演会を行う
保存会指導者、後継者の育
成

「指南書」作成、DVDに残
す、歌うたいの指導

市 社会教育課
棒踊競演行事の実施
他地区への波及

地域 地元農産物の販売と地域活性化、大野のPR公民館、地区公民
館 自然学校と

17～19 郷土芸能の振興

追加 「大野原いきいき祭り」の開催

・市内の棒踊それぞれに
特徴がある
・提案があれば課として全
面的に協力する
・記録に残すことは課の課
題でもある

・支援、協力を続けていく

市 社会教育課 支援、PR等

地域 地域住民の親睦を図る

市 社会教育課 競技用具類の提供

追加 「夏祭り」、「豊年祭」の開催 地域
地域の親睦
棒踊の奉納、豊作祈願

地域

今年からコスモスの植え付
けと管理を実施する
市から畑を借りる
H23は１反

クヌギ類の植え付けに協力

コスモス植え付けのための
畑を貸す

カブトムシを呼ぶ樹（クヌギ
等）地域と協働で植え付け

館、自然学校と、
地域との結びつき

追加 「大野原いきいき祭り」の開催

追加 「ふれあいスポーツ大会」の開催

高峠公園（頂上付近も含む）の整備・管理
・コスモス復活 ・つつじ
・紅葉樹植栽
・グランドゴルフ場整備

22～30
33・36

大野原総会

・計画されれば、あるもの
は貸し出す

・コスモスのための畑の貸
し出しは、管理できる面積
に応じて可能、市も協力し
ていく
・ツツジ管理（カズラ切り実
施等）についてさらに研究
する
・グランドゴルフは今でも会
場として使える状態ではあ

市 商工観光課
畑を貸す
グランドゴルフ場の建設に向
けて運営方法を検討する

地域

ボランティアで案内を行う
名所に作り上げるために、
国やニッセイに駐車場整備
を働きかける
看板設置を要望する
管理者に人を呼べる公園
化に対する許可を得る

市 商工観光課
管理者に整備、公園化
を働きかける

グランド ル 場整備
・カブトムシを呼ぶ樹 等

わたしたちの高峠
公園、垂桜の景観
資源を生かす 31・32

垂桜総会

垂桜は山桜の名所になる、新たな憩いの場
の創作を
埋れた観光資源を有効に活かす、景観の良
いところをアピール
紅葉樹を生かして散策できる公園と、駐車
場の整備
ニッセイの森など散策ルートづくり

場として使える状態ではあ
る

・現場を見た上で、今後の
対応を検討

国 公園整備

地域
市内愛好家に呼びかけて、
地元案内人を養成する
休憩場の提供

市 商工観光課
看板を設置する
管理者（九州自然歩道）に働
きかける

・H22県道沿いに２箇所の
看板を設置予定
・県がH22以降、遊歩道の
整備に入っている
・今ある看板を改良してい
く

35・
垂桜総会

高隈登山や周辺のトレッキング体験
看板設置の要望／登山口までの道標、登
山口、垂桜から垂水への分岐点
ローマ字の看板
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前期（１～３年目） 中期（４～６年目） 後期（７～10年目）

意見・要望
一覧より
（P43～

46）

「ありたい姿」や
ねがい

「こうありたい」ための行動
優先
度

市役所関係課長
の回答・見解

だれが動
くか
※複数記
載あり

「こうありたい」のため、いつ、どのように動く？
市役所
関係課

わたしたちは大野の人をふやしたい（住む人・来る人） わたしたちは大野の人をふやしたい（住む人・来る人）

地域 三者で加工商品の開発

市 農林課 三者で加工商品の開発

県 三者で加工商品の開発

法人化に向けて協議検討を

生産者も変わる

37～40 茶の新たな商品開発

・協力できる部分について
県に要望を行う

・要望に応じ打ち合わせ等
行う地域

法人化に向けて協議検討を
進める

市
農林課
農業委員会

法人化・団体化を支援する

地域

道の駅たるみずや南中跡地
に計画されている物産館に
大野の品を売る専用コー
ナーを設置

市 農林課 宣伝、場所の提供

地域
グループ化

わたしたちが売
る！

41 法人化・団体化など経営の見直し

42～50

大野野菜のブランド化と販路拡大
・インターネット販売
・特産品の予約販売
・物産館をつくる
・軽トラ市

行う

・物産館等の計画が具体
化したときには地区に情報
を入れる

・県と協議を行う（第１３次
防）地域

事業導入

市 農林課 品目（軟弱野菜）導入の要請

県
品目（軟弱野菜）導入への対
応

地域 畑、山林の提供

市
農林課
社会教育課

体験メニュー発信
自然学校を運営しながら地
域と連携して取り組みを受け
入れる

垂桜総会 降灰対策のためビニールハウス導入

51～59
来た人が喜ぶ体験
づくり

農林業自然体験
・自然学校との連携
・農業体験

防）

・農林業体験実施にあたっ
ては、危険のないように実
施

入れる

地域
さつまいも、にんじんを使っ
た商品開発
大野らしい商品をつくる

市 農林課
商品開発への協力
補助事業の紹介

県
県農産物加工研究指導セン
ターが指導協力

加工の取り組みも
新たな次の段階へ

62･66
地元農産物加工技術の向上、商品開発
大野に出前講座をまねいて商品開発につな
げる

・具体的な要望に対し、補
助事業等の情報を提供

－10－ －11－



前期（１～３年目） 中期（４～６年目） 後期（７～10年目）

意見・要望
一覧より
（P43～

46）

「ありたい姿」や
ねがい

「こうありたい」ための行動
優先
度

市役所関係課長
の回答・見解

だれが動
くか
※複数記
載あり

「こうありたい」のため、いつ、どのように動く？
市役所
関係課

わたしたちは大野の人をふやしたい（住む人・来る人） わたしたちは大野の人をふやしたい（住む人・来る人）

地域
大野原ろ過剤の更新
補助率引き上げを要請

ボーリングによる新たな水
源を確保

市 生活環境課 財政支援

カーブ改良を早急に要望

68･69・
大野原総会 ☆ 水道施設、水道管の整備・改修

大野原急速ろ過器のろ過砂更新

・補助率については現行ど
おり（生活環境課）
・H23年度、自然学校の水
道使用料を予算化してい
る（社会教育課）

・「カーブ」改良は該当地が
公有地 あれば実現 能地域

労力提供

市
土木課
農林課

資材の提供、道路改良

地域 要望活動

要望活動の支援

70・72・73・
75・

垂桜総会

市道・農道の整備
・学校先のカーブが見通し悪い
・大野原～垂桜連絡道拡張
・大野原水源池までの舗装
・田地明～垂桜集落への市道
・農道（茶園周辺３本）
・肝属茶業振興大会

大野原総会
県道（中尾橋～田地明区間）の拡幅の早期よりよい生活環境

公有地であれば実現可能
性あり
・市道については計画的に
実施中
・農道整備は「中山間総合
整備事業」の実施が不透
明（「事業仕分け」の影響）

・地区からも絶えず要望活
動を続けられたい

市 土木課
要望活動の支援
財政負担

県 拡幅工事の計画的実施

地域 要望活動

市
農林課
土木課

要望活動

76・77 消防施設の整備 市 消防本部
垂桜は消火栓の改修を検討
大野原は消火栓の設置、防
火水槽の改修を検討

・現在のところ、消火栓の
改修の予定はない
・大野原消火栓は、ボーリ
ング計画時の検討事項
・大野原防火水槽の改修
は計画あり

猿ヶ城から垂桜へ通ずる連絡道（国有林
内）の整備

大野原総会
実現

71

のために

・国（森林管理署）がどの
ような計画を持っているの
か調査する

地域 奉仕作業の計画的な実施

市
土木課

農林課

重機等の提供
環境整備班の支援

集落内環境整備への支援
・垂桜公民館上の運動場の管理方法を改

善

79・80・
垂桜総会

・計画を立てて要請を
・運動場管理支援方法を
検討

－12－ －13－



前期（１～３年目） 中期（４～６年目） 後期（７～10年目）

意見・要望
一覧より
（P43～

46）

「ありたい姿」や
ねがい

「こうありたい」ための行動
優先
度

市役所関係課長
の回答・見解

だれが動
くか
※複数記
載あり

「こうありたい」のため、いつ、どのように動く？
市役所
関係課

わたしたちは大野の人をふやしたい（住む人・来る人） わたしたちは大野の人をふやしたい（住む人・来る人）

地域 入居者を探す

市 土木課
市営住宅の新築
家賃面にメリットを付加する

地域

具体的に取りまとめた要望
書を企業に提出する

81・82・
86・87 ☆

人を呼び込むための住宅整備
・市営住宅を含む、若い人が住める住宅
の整備
・短期利用、夏の別荘

よりよい生活環境
のために ・地域と市で事前の具体協

議が必要

・新たに建てなければなら
ない状況ではない
・まずは空き家活用を検討
されたい

地域
書を企業に提出する
情報開示、年１回の場内視
察を求める

市 生活環境課
地域と企業との対話を仲介
する

地域 登録物件の掘り起こし

市 企画課 空き家バンク制度で発信

臭気対策

空き家などの有効
活用、人を呼ぶ取
り組み

88～92
空き家の活用

・市「空き家バンク制度」

83～85・
大野原総会

・登録可能な空き家の情
報提供を

－14－ －15－



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認シート様式 
振り返りの年度：平成●年度（●年目）     確認日：平成●年●月●日 

意見・要

望 一 覧

番号 

「こうありたい」ため

の行動 

取り組み状

況（凡例参

照） 

取組の状況やあらたな課題（自

由に記載） 

１・大野原 高齢者の安否確認   

２ 高齢者の病院・買い物

のときの乗り物 

  

３・４・

５・大野原 

高齢者娯楽 

地区公民館の補修 

  

６・大野原 地区公民館の補修   

７・垂桜 

（☆） 

垂桜公民館の倉庫の新

築 

  

…    

   （新たに加わった行動計画が

あれば記載） 

 

 

 

 

 

 

・継続性のある計画であるために、わたしたちは毎年みんなで行動を確認し

ましょう。 

・一度に計画の全部はできませんが、確認シートでひとつひとつの項目がう

まく進んでいるかどうか、うまく進んでいなければどうすれば良いか話し合

いましょう。 

・行政には確認の結果を報告します。 

・新たな課題が生まれてきたときは書き加え、計画書の見直しにつなげます。 

６ 振り返り（実践・見直し） 

凡 例 

◎：達成した・解決した・改善した 

○：一定の達成・一定の改善（達成途上） 

△：取り組んだがうまく進まず、翌年度に継

続するようにした 

×：取り組まなかった 
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 第４章「地域づくりの考え方」第２節「地域振興

計画」 

  地域拠点地区においては、それぞれに文化や歴

史、社会資源があります。それらを反映した地域

の特性をそこに住む住民が理解し、地域の将来を

みんなで考えていく必要があります。また、それ

ぞれの拠点地域にある特性の理解を深めることに

よって、拠点地域間の連携が生まれ、相乗効果に

よる活性化が期待できます。 

  このため、地域拠点地区において、地域づくり

の考え方や地域の将来像を盛り込んだ地域振興計

画を定めて、地域の特性を生かしたまちづくりを

地域住民の手で進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４次垂水市総合計画基本構想（Ｐ２３）より全文 

▲話し合いでは、意見や要望を出し合った（P４３～４６に一覧を掲載） 

参考資料 
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大野づくり計画策定のための高齢者座談会 

（平成２１年１１月３０日・垂桜公民館） 

 

 

 

 

 

 

昔の遊び 

うさぎの捕獲 アナグマの捕獲 メジロの捕獲 

（ラジオで紹介される程 

有名なスポットだった） そり遊び 

ぎったゆん（ぱちんこ） 竹馬 

金輪まわし 

ブッゴマ 

竹とんぼ ゴム飛び 手野球 

昔の水 

大谷まで汲みに行っていた 水汲みは女性と子供の仕事だった 

うんべ 

農作物へは自然の雨水 

使い切りではなく、飲用水→料理用→洗濯・風呂→掃除と何度も使った 

昔食べていたもの 

両天秤で家まで運んだ 

ごろべ あけび しいの実 イタドリ 

ゼンマイ タケノコ 山でとれる物は何でも食べた 

うさぎ（料理は男性の仕事だった） 大麦と白米を混ぜたご飯 

大野地区での昔の暮らし 
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平成 22 年 10 月 28 日 南九州新聞 
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平成 22 年 11 月２日 毎日新聞 
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平成 22 年 11 月９日 南日本新聞 
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平成 22 年 11 月９日 南九州新聞 
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平成 22 年 12 月７日 朝日新聞 

－　23　－



 

平成 22 年 12 月 11 日 南日本新聞 
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平成 22 年 12 月 15 日 毎日新聞 

－　25　－



 

平成 22 年 12 月 15 日 南九州新聞 

－　26　－



 

平成 22 年 12 月 18 日 南日本新聞 

平成 22 年 12 月 17 日 南日本新聞 
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「
大
野
づ
く
り
計
画
」

の
第
一
回
目
と
な
る
話

し
合
い
が
、
一
一
月
八
日

（
月
）
夜
七
時
か
ら
、
大

野
地
区
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
は
、
大
野
地
区

公
民
館
の
運
営
委
員
の

方
々
の
う
ち
、
「
福
祉
・

教
育
」
の
課
題
に
特
に
関

連
の
深
い
組
織
の
代
表

者
ら
全
一
六
名
が
出
席

し
、
私
た
ち
の
一
〇
年
後

の
「
あ
り
た
い
姿
」
や
将

来
像
に
つ
い
て
、
課
題
を

挙
げ
た
り
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、
夜
九
時
半
ま
で 

発行：大野地区公民館

「大野づくり計画」 

事務局 

〒891-2192 

垂水市役所企画課 

地域政策係 

32-1143（直通） 

「
大
野
づ
く
り
計
画
」
に
向
け
、
一
回
目
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た 

第１号               通信「大野のいま」          平成 22 年 11 月 16 日 

 

話
し
合
い
は
「
福
祉
・

教
育
」
だ
け
で
な
く
、
高

峠
公
園
の
整
備
や
、
若
者

が
地
元
か
ら
通
え
る
住

環
境
の
問
題
、
ま
た
、
特

産
品
や
加
工
品
を
「
売

る
」
取
り
組
み
に
つ
い
て

も
「
こ
う
し
た
い
」
と
い

う
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア

が
い
っ
ぱ
い
出
ま
し
た
。 

ま
た
、
こ
ん
な
意
見
も

あ
り
ま
し
た
。「
ま
ず
大

野
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
い
た
い
。
」
こ
れ
ら
の

意
見
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
大
事
な
大
野
を
作
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

話
は
尽
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
ウ
ラ
に

お
も
な
意
見
を
ま 

▲参加された方々の熱心な話し合いが続く 

右
に
あ
る
と
お
り
、
事

務
局
で
は
関
連
の
深
い
３

つ
の
部
門
（
「
福
祉
・
教

育
」・「
産
業
」・「
住
環
境
」
）

で
話
し
合
い
を
行
う
こ
と

に
し
て
い
ま
す
が
、
出
席

者
か
ら
「
話
し
合
い
は
ま

と
め
て
や
っ
た
方
が
良

い
。」
と
い
う
意
見
が
出
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
進
め
方

を
含
め
変
更
も
可
能
で

す
。
み
な
さ
ん
お
忙
し
い

時
期
だ
と
思
い
ま
す
が
、

話
し
合
い
の
と
き
で
な
く

て
も
、
み
な
さ
ん
の
声
を

事
務
局
へ
お
気
軽
に
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。（
企
画
課 

地
域
政
策
係 

直
通
電
話 

３
２-

１
１
４
３
） 

 

大野地区公民館 

当面の日程 

11 月 16 日（火）19 時 

「産業部門」１回目話し合 

い（大野地区公民館） 

 

11 月 24 日（水）19 時 

「住環境部門」１回目話し 

合い（大野地区公民館） 

 

12 月 12 日（日）10 時 

「大野いきいき祭り」（旧 

大野小中学校校庭） 

 

と
め
ま
し
た
の
で
、

ぜ
ひ
見
て
く
だ
さ

い
。 

－　29　－



 

福 祉 教 育 

大野に人を呼ぶ 

・高齢者の安否確

認（毎日旗をあげ

て目印に） 

・高齢者の病院・買

い物のときの乗りも

の（交通対策） 

・大野に若い人が

住める環境 

・大野に若い

人が住める

住宅を作る 

・学校近くの田ん

ぼにホタルを呼

ぶ、 

クレソン栽培 

・自然学校に来る子供た

ちと大野の人々とのふ

れ合い 

・自然学校に来

た子供・学生た

ちの大野での

発表会 

・市内のスポーツ大会を

大野で開催（おにぎり等

を提供する） 

・市内７つの棒踊

をまとめて大野

で発表・競演 

・大野で出前講座を開

いて商品開発（菓子等）

につなげる 

・自然学校と地域との

連携をもっと密に（活

動内容を検討する） 

・大野の商品を売る

専門店を大野に作る 

・教職員住宅の改修 

・高峠の管理を住民に任せ

てほしい（コスモスを復活） 

・大学と連携して消

臭技術の確立を 

・市内各地区のお店

（週替わりで各地

区の商品を出店）を

フェリーターミナ

ルに 

・商品開発に特化した専門講

師による商品開発講座 

・ジャパンファーム

の臭気問題 

・高峠の観光客の減少 
・高峠の計画的な開発 

・住民の声を反映し

た高峠公園づくり 

・ 高 峠 に ク ヌ

ギ・ユズを植え

てカブトムシが

採れるように 

・地元住民による物

産フェア開催 

・臭気問題（お茶への影響） 

汚水は値クリア 

臭いは条例等で対策 

・大野ちょこっと暮

らし（お試し体験） 

・郷土芸能まつり 

・大野小中の校庭に

ナイター設備 

・紅葉する樹の並木道 

高峠公園 

自然学校 

・大野の特産品の予

約をとって年末に

発送する（2,000 円

お任せコースなど） 

平成 22 年 11 月８日話し合いで出されたおもな意見 

第
１
号
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

通
信
「
大
野
の
い
ま
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成

22
年

11
月

16
日
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発行：大野地区公民館

「大野づくり計画」 

事務局 

〒891-2192 

垂水市役所企画課 

地域政策係 

32-1143（直通） 

第２号               通信「大野のいま」          平成 22 年 11 月 24 日 

大野地区公民館 

当面の日程 

11 月 24 日（水）19 時 

「住環境部門」１回目話し 

合い（大野地区公民館） 

 

12 月 12 日（日）10 時 

「大野いきいき祭り」（旧 

大野小中学校校庭） 

 

話し合いをつづけています 

 
一
一
月
一
六
日

（
火
）
夜
七
時
か
ら
、 

「
大
野
づ
く
り
計

画
」
の
話
し
合
い
と 

し
て
、
「
産
業
部
門
」
の

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
一
回

目
の
話
し
合
い
を
行
い

ま
し
た
。
市
の
担
当
な
ど

も
含
め
、
一
七
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

話
し
合
い
で
は
、
「
大

野
の
野
菜
は
人
気
が
あ

る
。
い
ち
ど
売
っ
て
銭

（
ぜ
ん
）
を
と
っ
て
み
ら

ん
と
。
」
と
い
っ
た
意
見

が
あ
っ
た
り
、
農
産
加
工

品
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
も
、
「
大
野
産
の
も
の

を
使
っ
て
お
い
し
い
も

の
は
で
き
て
い
る
。
次
は

売
り
方
を
学
ん
で
自
信

を
つ
け
た
い
。
」
と
い
う

前
向
き
な
意
見
交
換
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

一
一
月
の
初
め
に
、
振
興
会
長
さ
ん

を
通
じ
て
大
野
地
区
の
み
な
さ
ま
へ
意

見
募
集
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

二
四
世
帯
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。 

 

い
く
つ
か
紹
介
す
る
と
、
「
人
口
増

加
」
や
「
コ
ス
モ
ス
な
ど
高
峠
の
手
入

れ
」
を
望
む
も
の
が
多
か
っ
た
ほ
か
、

「
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
整
備
」や
「
お

年
寄
り
が
昼
間
に
過
ご
せ
る
よ
う
な
場

所
を
作
り
た
い
」
と
い
う
も
の
も
あ
り

ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
も
、
も
ち
ろ
ん
「
大
野
づ
く

り
計
画
」
に
い
か
し
て
ゆ
き
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
の
声
を
お
気

軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
企
画
課 

地
域
政
策
係 

電
話
３
２-

１
１
４
３
） 

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た 
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地区美化 空き家対策 

農産加工品 

 

農林畜産業 
・茶業が柱 

・降灰対策 

・「付加価値」とは？ 

・特色ある茶づくり ・良い品質でも売れ

ない（景気・少子化） 

・臭いについてはみ

んなで頼む 

・地区でまとまる 

・山体験・タケノ

コとり 

・農業株式会社 

・有機肥料 

・茶づくり体験 

・軽トラ市 

・発送転換し売

れる肉づくり 

・個人への補助 

・季節商品 

・お茶せっけん、紅茶、

ウーロン茶 

・大野原の物産館 

・焼酎販売 

・法人化・団体

化 

・人がいる場所に出す 

・補助のあり方見直し 

・牛肉出荷が安い 

・お茶だけではない 

住民全体で 

・焼き肉店 

平成22年 11月 16日話し合いで出されたおもな意見 

・無農薬 

・高峠でハウス 

・アザレア？ 

・販路拡大 

・農畜産すべての

大野ブランド 

・加工商品 

・大野の野菜の

良さをアピール 

・農園ｵｰﾅｰ募集 

・垂桜は土地有 

・林業体験受け入

れて山がきれいに 

・夏の別荘に

短期利用、宿

泊用 

・借り手がない 

・修繕費が高い 

・地区でとり

まとめ 

・市の空家バ

ンク制度 

・情報発信

し、リピー

ターを確保 

・空地の登録 

・土地付き、山付

き 

・奉仕作業人手不足 

・作業回数を増？ 

・高峠対策 

・会社の人は認識不足 

・もっと声

を大に 

・10 年後のクリーン

な地域へ 

・子供が喜ぶ 

・五右衛

門風呂 

・観光農園 

・宣伝のしかた 

・大野らしさ

をいかす 

・加工技術の向上 

・次のステップに

進むために研修 

・消費者アンケー

トで「また買いた

い」をつかむ 

・加工グループの

管理と運営法を

学ぶ 

・ブルーベリー 

・ジャムづくり 

・自然学校と

の連携 

・カラス対策 

第
２
号
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

通
信
「
大
野
の
い
ま
」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
平
成

22
年

11
月

24
日
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右
の
日
程
で
振
興
会

臨
時
総
会
を
開
き
、
全

員
で
「
大
野
づ
く
り
計

画
」
を
確
認
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：大野地区公民館

「大野づくり計画」 

事務局 

〒891-2192 

垂水市役所企画課 

地域政策係 

32-1143（直通） 

第３号               通信「大野のいま」           平成 22年 12 月 1日 

大野地区公民館 

当面の日程 

12 月 1 日（水）19 時 

大野原振興会臨時総会 

（大野地区公民館） 

 

12 月 12 日（日）10 時 

「大野原いきいき祭り」

（旧大野小中学校校庭） 

 

12 月 13 日（月）19 時 

 垂桜振興会臨時総会 

（垂桜公民館） 

 

「
大
野
づ
く
り
計
画
」

３
回
目
の
話
し
合
い
（
住

環
境
部
門
１
回
目
）
は
、

大
野
原
・
垂
桜
の
両
振
興

会
の
み
な
さ
ん
に
も
声

を
か
け
、
全
一
八
名
の
参

加
で
一
一
月
二
四
日

（
水
）
に
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
日
も
、
「
地
区
公

民
館
が
古
く
な
っ
て
、
い

た
ん
だ
と
こ
ろ
の
修
繕

を
」
要
望
す
る
意
見
や
、

「
大
野
原
の
水
道
管
整

備
、
大
野
原
～
垂
桜
連
絡

道
の
拡
張
に
関
す
る
事

業
導
入
」
の
要
望
な
ど
、

み
な
さ
ん
の
生
活
に
直

接
関
係
す
る
意
見
と
と

も
に
活
発
な
話
し
合
い

が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
話
し
合
い
で
は

多
く
の
方
が
思
い
え
が 

く
一
〇
年
後
の
「
あ
り
た

い
姿
」
が
、
「
集
落
の
人

口
を
増
や
し
た
い
」
に
ま

と
め
ら
れ
る
の
で
は
？

と
い
う
意
見
も
出
さ
れ

ま
し
た
。
裏
面
に
出
し
合

っ
た
意
見
を
ま
と
め
ま

し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

参
加
し
ま
し
ょ
う 

振
興
会
の
臨
時
総
会

が

あ

り

ま

す 

 
みんなで考える大野地区 10年後の「ありたい姿」 

こ
れ
ま
で
、
各
団
体

長
さ
ん
ら
に
よ
る
３

回
の
話
し
合
い
や
、
振

興
会
の
み
な
さ
ま
か

ら
貴
重
な
ご
意
見
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
二
四
日
の
話
し
合

い
で
は
、
「
み
ん
な
の

計
画
だ
か
ら
み
ん
な

で
決
め
た
い
」
と
い
う

意
見
や
、
「
も
っ
と
住

民
ひ
と
り
ひ
と
り
の

意
識
を
高
め
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
」
と
い

う
指
摘
も
あ
り
、
総
会

開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

総
会
で
は
、
意
見
の

と
り
ま
と
め
や
、
今
後

の
進
め
方
等
に
つ
い

て
も
話
し
合
わ
れ
る

予
定
で
す
。 

▲３回目の話し合いの様子 
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高峠・自然学校 

 

 

 

 

桜・花木 

 

暮らし・住環境 

・ 公民館の補修 

（塗り替え・屋根） 

・ 大野原防火用水 

タンク（生コン） 

・臭気対策 

・防災無線の受信

機を設置 

・学校先のカーブ

見通し悪い 

・垂桜の桜は山桜 

・宅地譲渡制度 

・大野原～垂桜の

連絡道の拡張を要

望 

・高峠公園にグラン

ドゴルフ場 

・事業には辺地債

を活用 

・水道管を改修し、

水圧の改善を 

・水道が不便 

 

・大野原急速ろ過

器のろ過砂更新時

期 

・学校プールの有

効活用（ニジマス

等） 

・道路の悪いとこ

ろを改修 

・プールで釣り堀り 

平成 22 年 11 月 24 日話し合いで出されたおもな意見 

・水源地までの舗

装を要望 

・畑の貸出制度 
・消火栓を整備 

・桜（ソメイヨシ

ノ）の花芽が着か

ない 

・大野でのお試し

暮らし体験 

第
３
号
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
通
信
「
大
野
の
い
ま
」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成

22
年

12
月

1
日
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発行：大野地区公民館

「大野づくり計画」 

事務局 

〒891-2192 

垂水市役所企画課 

地域政策係 

32-1143（直通） 

第４号               通信「大野のいま」           平成 22年 12 月８日 

大野地区公民館 

当面の日程 

 

12月12日（日）10時 

「大野原いきいき祭り」

(旧大野小中学校校庭) 

 

 

12月13日（月）19時 

垂桜振興会臨時総会 

（垂桜公民館） 

 

 

 

一
二
月
一
日
（
水
）、

大
野
地
区
公
民
館
で
大

野
原
振
興
会
臨
時
総
会

が
開
催
さ
れ
、「
大
野
づ

く
り
計
画
」
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
運
営
委
員

（
団
体
長
さ
ん
た
ち
）

の
努
力
や
成
果
の
説
明

と
と
も
に
、
振
興
会
と

し
て
の
議
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

大
野
原
振
興
会
か
ら

地
区
公
民
館
長
を
含
め

二
〇
名
が
出
席
し
、
市

企
画
課
か
ら
四
名
参
加

し
ま
し
た
。 

 
 

 

今
後
の
協
議
に
つ

い
て
は
、
一
三
日
（
月
）

に
開
催
さ
れ
る
垂
桜

振
興
会
臨
時
総
会
の

あ
と
に
、
運
営
委
員
の

み
な
さ
ん
が
中
心
と

な
っ
て
、
「
だ
れ
が
」
、

「
い
つ
（
ど
の
よ
う

に
）
」
、
「
何
を
す
る
」

を
よ
り
具
体
的
に
作

り
上
げ
て
い
く
こ
と

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

 

た
だ
し
、
「
み
ん
な

の
計
画
だ
か
ら
、
こ
れ

か
ら
も
み
ん
な
が
話

し
合
い
に
参
加
し
て

ほ
し
い
。
」
と
の
要
望

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
の
話
し
合
い

も
地
区
の
み
な
さ
ん

の
参
加
は
も
ち
ろ
ん

大
歓
迎
で
す
。 

 

総
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
話
し
合
い
で
出
さ
れ
た

九
二
の
意
見
や
、
あ
ら
た

に
出
さ
れ
た
意
見
を
も
と

に
、
事
務
局
が
作
成
し
た

た
た
き
台
を
使
っ
て
協
議

や
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。 

後
半
は
、
大
野
原
振
興

会
と
し
て
最
重
要
の
意
見

は
何
か
を
協
議
、
選
択
作

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
裏

面
に
選
択
さ
れ
た
項
目
を 

大
野
原
振
興
会
の 

「
こ
う
あ
り
た
い
」 

～
振
興
会
臨
時
総
会
報
告
そ
の
１
～ 

振
興
会
と
し
て
何
が
大
事

で
、
何
を
計
画
に
取
り
あ

げ
る
か 

掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

↑
⒓
月
１
日
総
会
の
様
子 

 

こ
れ
ま
で
の
話
し
合
い

は
毎
回
盛
り
上
が
り
、
た

く
さ
ん
の
意
見
や
要
望
が

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
振
り

返
っ
て
考
え
る
と
そ
れ
ら

は
「
大
野
の
人
を
増
や
し

た
い
」
と
い
う
み
ん
な
の

願
い
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

 

そ
の
ね
が
い
を
実
現
す

る
た
め
に
、
具
体
的
に
一

年
目
は
何
を
す
る
？
、
二

年
目
は
ど
う
す
る
？
、
ま

た
、
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
市
は
具
体
的
に
一
年

目
に
ど
う
動
く
か
？
、
な

ど
が
こ
れ
か
ら
の
計
画
づ

く
り
に
向
け
た
話
し
合
い

の
テ
ー
マ
と
な
り
ま
す
。 

 
 一

〇
年
後
の
「
あ
り
た
い

姿
」
＝
「
大
野
の
人
を
増

や
し
た
い
」
に
向
か
っ
て 
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こう 

ありたい 
部門 

たたき台

番号 
意見・要望 

わ
た
し
た
ち
は
大
野
に
人
を
増
や
し
た
い 

住環境 

68・69 
・水道施設、水道管の整備・改修 

・大野原急速ろ過器のろ過砂更新 

83・84 

・臭気問題の解決に向け、みんなで 

事業所に頼む、もっと声を大に 

・市と大学が連携して消臭技術の確 

立を 

記載なし 
・県道（中尾橋～田地明区間）の拡 

幅の早期実現 

22 中心に ・高峠公園整備、コスモスの再生 

福祉･教育 

1 
・高齢者の安否確認（毎日旗をあげ 

て目印に） 

5 
・高齢者が日中過ごせるような場所 

をつくる 

6 
・地区公民館の補修（塗り替え・屋 

根） 

最重要項目（大野原振興会） 

臨時総会において、たたき台の 92 項目にわたる 

意見や要望から協議選択 

～大野地区１０年後の 

「ありたい姿」～ 

第４号                 通信「大野のいま」           平成 22年 12 月８日 

－　36　－



 

事務局より、

運営委員の

みなさんへ

お知らせ 

 

今後の話し

合い日程等

が決まりま

したら、事務

局よりお知

らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：大野地区公民館

「大野づくり計画」 

 事務局 

〒891-2192 

垂水市役所企画課 

地域政策係 

32-1143（直通） 

第５号              通信「大野のいま」       平成 22 年 12 月 21 日 

 

 

「
大
野
づ
く
り
計
画
」

に
関
す
る
垂
桜
振
興
会

臨
時
総
会
は
、
垂
桜
公

民
館
で
一
二
月
一
三
日

（
月
）
に
開
か
れ
、
垂

桜
振
興
会
か
ら
二
一
名

出
席
、
市
企
画
課
四
名

が
参
加
し
ま
し
た
。 

先
日
開
催
さ
れ
た
大

野
原
振
興
会
の
臨
時
総

会
と
同
様
に
、
こ
れ
ま

で
の
運
営
委
員
（
団
体

長
さ
ん
た
ち
）
の
取
り

組
み
を
報
告
し
た
う

え
、
振
興
会
の
協
議
に

入
り
、
あ
ら
た
な
意
見 

 
 

を
含
め
、
多
く
の
議
論
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

た
と
え
ば
、
地
元
だ
け

で
な
く
、
登
山
者
や
来
訪

者
が
く
つ
ろ
げ
る
よ
う
、

垂
桜
公
民
館
の
倉
庫
の

改
修
を
要
望
す
る
意
見

や
、
地
区
内
の
市
道
・
農

道
整
備
な
ど
、
垂
桜
に
密

接
に
か
か
わ
る
意
見
が

出
た
一
方
、
「
大
野
は
ひ

と
つ
だ
」
と
い
う
意
見
も

あ
り
、
大
野
原
・
垂
桜
み

ん
な
で
取
り
組
む
「
大
野

づ
く
り
」
で
あ
る
こ
と
が

再
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

垂
桜
振
興
会
の 

「
最
重
点
項
目
」
を
決
定 

～
振
興
会
臨
時
総
会
報
告
そ
の
２
～ 

「
大
野
づ
く
り
計
画
」
は
、 

こ
れ
か
ら
正
念
場
を
む
か
え
ま
す 

 
 

 

総
会
の
場
で
、「
大
野
づ
く
り
計
画
」

の
今
後
の
話
し
合
い
に
つ
い
て
、
運
営

委
員
の
み
な
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
進

め
て
い
く
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
了
承
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
両
振
興
会
の

最
重
要
・
最
重
点
に
位
置
付
け
ら
れ
た

意
見
や
要
望
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
の

多
く
の
意
見
に
対
し
、
「
だ
れ
が
」
「
い

つ
（
ど
の
よ
う
に
）
」
「
何
を
す
る
」
か

を
、
具
体
的
に
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。 

「
大
野
づ
く
り
計
画
」
は
み
な
さ
ん

の
計
画
で
す
か
ら
、
今
後
の
話
し
合
い

に
つ
い
て
も
、
地
区
の
み
な
さ
ん
の
参

加
は
大
歓
迎
で
す
。 

大
野
地
区
は
将
来
に
向
け
す
で
に
動

き
出
し
て
い
ま
す
。「
豊
年
祭
」
や
「
大

野
原
い
き
い
き
祭
り
」
で
実
感
さ
れ
た

「
自
分
た
ち
は
こ
こ
ま
で
で
き
る
」
の

手
ご
た
え
を
「
大
野
づ
く
り
計
画
」
に

つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

垂
桜
振
興
会
で
は
、
こ

の
総
会
で
出
た
意
見
を
、

振
興
会
と
し
て
最
重
点

項
目
と
し
、
今
後
の
話
し

合
い
に
取
り
上
げ
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

「最重点項目」

を裏面に掲載 

▲12/13 垂桜振興会臨時総会の様子 
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最重点項目（垂桜振興会） 

12/13 臨時総会において出席者から出された意見

をもって、最重点項目とする 

～大野地区１０年後

の 

「ありたい姿」～ 

・６年後の肝属地区茶業

振興大会に向けた垂桜

の対応、整備 

・田地明～垂桜集落への

市道整備 

・農道（茶園周辺３本）

の整備 

・看板設置の要望 

 ・登山口までの道標 

 ・登山口 

 ・垂桜から垂水への 

分岐点 

 ・ローマ字の看板 

・垂桜公民館の倉庫を

改修する 

 ・公民館をみんなが 

「くつろげる場所」「集

まる場所」に 

 

・垂桜公民館上の運動場

の管理方法を改善 

・登山客向けに、地域産

品の販売所をつくる 

・紅葉樹を生かして散

策できる公園と、駐車

場の整備 

 ・ニッセイの森など 

散策ルートづくり 

「 
大
野
は
ひ
と
つ 

」 

・降灰対策のためビニー

ルハウス導入検討 

第５号              通信「大野のいま」       平成 22 年 12 月 21 日 
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大野地区公民館 

当面の日程 

1 月 21 日（金）19 時 

運営委員中心の話し

合い（市の関係課長

同席） 

（大野地区公民館） 

 

1 月 28 日（金）19 時 

運営委員中心の話し

合い（市の関係課長

同席） 

（大野地区公民館） 

 

新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

「
大
野
づ
く
り
計
画
」
の
話
し
合
い
も
、
新
た
な

次
の
段
階
に
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、
報
告
し
ま
す
。 

つ
い
て
、
具
体
的
に
「
だ

れ
が
」、「
い
つ
（
ど
の
よ

う
に
）
」
、
「
何
を
す
る
」

の
か
、
具
体
の
協
議
を
進

め
て
い
ま
す
。
毎
回
予
定

の
時
間
を
オ
ー
バ
ー
す

る
な
ど
熱
心
な
議
論
が

続
い
て
お
り
、
「
大
野
づ

く
り
計
画
」
は
確
実
に
前

進
し
て
い
ま
す
（
裏
面
に

過
去
二
回
分
の
協
議
概

要
を
掲
載
）。 

 

右
の
日
程
の
と
お
り
、

次
回
か
ら
は
、
市
の
関
係

課
長
等
も
話
し
合
い
に

加
わ
り
、
行
政
が
関
わ
る

各
分
野
の
項
目
に
つ
い

て
、
よ
り
具
体
的
な
協
議

を
行
う
予
定
で
す
。
運
営

委
員
に
限
ら
ず
、
多
く
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

発行：大野地区公民館

「大野づくり計画」 

 事務局 

〒891-2192 

垂水市役所企画課 

地域政策係 

32-1143（直通） 

第６号              通信「大野のいま」       平成 23 年 1 月 21 日 

 

話
し
合
い
は
、
一
月
に

入
っ
て
か
ら
運
営
委
員

の
み
な
さ
ん
を
中
心
に

二
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

話
し
合
い
の
進
め
方

に
関
し
て
、
「
大
野
は
こ

う
あ
り
た
い
」
と
い
う
意

見
要
望
の
整
理
や
選
択
、

し
ぼ
り
込
み
が
必
要
な

の
で
は
な
い
か
と
出
席

者
の
考
え
が
一
致
し
た

た
め
、
こ
れ
ま
で
に
寄
せ

ら
れ
た
す
べ
て
の
意
見

や
要
望
を
振
り
返
り
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
整
理

選
択
さ
れ
、
あ
る
い
は
し

ぼ
り
込
ま
れ
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
真
剣
な
協
議

の
結
果
二
八
項
目
に
整

理
さ
れ
た
「
こ
う
あ
り
た

い
」
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に 

１月１１日（火）に行われた話し合いの様子 
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日 程 

参加者数

（事務局

含む） 

概 要 

１月11日（火） 

１９：００～ 

２１：３０ 

１８名 

・話し合いの進め方を全体で確認 

・すべての意見や要望を振り返る 

・整理、しぼりこみ作業を行う 

・全部で１０２を数えた項目が、２８の

「こうありたい」に整理、統合される 

１月14日（金）

１９：００～ 

    ２２：００ 

１７名 

・まとめられた項目ごとに、「地域」・

「市」・「県、国」のだれが動くのかを決

めてゆく 

・同様に、「地域」・「市」・「県、国」がい

つ（前期・中期・後期）、どのように動く

のかを語り合う 

・しぼりこんだ中でも特に大事と判断さ

れた項目に「☆」印をつけ、優先度を一

層高める 

・「大野原いきいき祭り」と「ふれあいス

ポーツ大会」、「夏祭り」・「豊年祭」の開

催を、「こうありたい」項目に追加する 

 

 

「大野づくり計画」のいま 

 

第６号            通信「大野のいま」    平成 23 年 1 月 21 日 
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き
家
に
つ
い
て
は
「
市
空
き
家
バ
ン

ク
制
度
」
を
活
用
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
全
国
に
紹
介
し
て
い
く
な

ど
、
当
面
す
る
地
域
の
取
り
組
み
の

よ
り
具
体
的
な
道
す
じ
が
見
え
て
き

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら

に
、
対
話
の
中
か
ら
プ
ー
ル
側
の
旧

教
頭
住
宅
に
も
話
題
が
及
び
、
将
来

の
活
用
方
法
に
つ
い
て
も
参
加
者
同

士
で
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

一
方
、
二
十
八
日
の
話
し
合
い
で

は
、
消
火
栓
設
置
要
望
の
話
か
ら
、

地
域
の
防
火
に
対
す
る
心
が
ま
え
の

話
に
発
展
し
、
垂
桜
振
興
会
で
は
「
い

ざ
」
と
い
う
と
き
に
備
え
て
皆
が
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
せ
る
よ
う
、
か
ね
て

の
訓
練
に
加
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
地
域
に
と
っ
て
き
わ
め
て
大
事

で
、
か
つ
具
体
的
な
「
何
を
す
る
？
」

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
計
画
の
補
強
に

つ
な
が
る
一
例
で
す
。
そ
の
ほ
か
の

主
な
対
話
概
要
を
裏
面
に
掲
載
し
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

「
大
野
づ
く
り
」
話
し

合
い
は
後
半
に
さ
し
か

か
っ
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
市
の
関
係
課
長
も
話

し
合
い
に
同
席
し
ま
し

た
の
で
、
報
告
し
ま
す
。 

み
な
さ
ん
の
声
か
ら

生
ま
れ
、
真
剣
な
話
し
合

い
の
結
果
整
理
さ
れ
た

二
十
八
項
目
の
「
こ
う
あ

り
た
い
」
に
つ
い
て
、
ど

う
す
れ
ば
実
現
に
向
か

う
の
か
、
地
区
と
行
政
が

お
互
い
に
前
向
き
に
話

し
合
い
ま
し
た
。
一
月
二

十
一
日
、
二
十
八
日
の
二 

回
に
分
け
た
話
し
合
い

に
は
、
事
務
局
を
含
め
延

べ
五
十
五
名
も
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。 

一
月
二
十
一
日
の
話

し
合
い
で
は
、
「
人
を
呼

び
込
む
た
め
の
住
宅
整

備
」
に
つ
い
て
、
市
役
所

課
長
か
ら
「
市
全
体
の
人

口
が
減
っ
て
い
く
中
で
、

大
野
地
区
に
早
急
に
市

営
住
宅
を
建
て
る
現
状

に
は
な
い
が
、
こ
れ
は
長

期
計
画
で
あ
り
、
ま
ず
空

い
て
い
る
家
の
有
効
活

用
か
ら
取
り
組
ん
で
み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大野地区公民館 

当面の日程 

 

2 月 18 日（金）

19時～ 

計画書全体の内

容を協議する話

し合い 

（大野地区公民館） 

 

発行：大野地区公民館

「大野づくり計画」 

 事務局 

〒891-2192 

垂水市役所企画課 

地域政策係 

32-1143（直通） 

第７号              通信「大野のいま」        平成 23 年２月 18 日 

▲１月 21 日（金）市関係課長同席の話し合い 

・
行
動
計
画
を
補
強
す
る 

・
実
現
の
可
能
性
を
追
求
す
る 

～
大
野
地
区
と
市
役
所
関
係
課
長
と
の
対
話
～ 

て
は
」
と
い
う
現
実
的
な
助

言
が
あ
り
ま
し
た
。
「
人
を

ふ
や
し
た
い
」
と
い
う
地
区

の
切
実
な
願
い
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
し
て
、
た
と
え
ば
点

在
す
る
空
き
家
を
み
ん
な

で
調
査
し
、
登
録
可
能
な
空 
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日 程、 

参加者数（市役

所関係各課、事

務局含む） 

対話（主なもののみ掲載します） 

地 区 市役所関係各課 

１月 21 日（金） 

19：00～21：30 

26 名参加 

公民館のサロンや高齢者の取

り組みは、自分たちの案を持っ

て地域に合った取り組みをし

たい。 

大野原水道施設整備導入に補

助事業の補助率引き上げを要

望する。小中学校時代から学校

にも水を供給してきた。 

 

 

人を呼び込むための住宅整備。

市営住宅を含む、若い人が住め

る住宅の整備を要望。 

講師派遣やバス送迎は可能なので、

地域の案や計画を持って相談いた

だきたい（保健福祉課）。 

 

市内 22 箇所の集落水道の整備を

現行どおりで行っており、公平性の

観点から補助率の引き上げは厳し

い。何らかの方法で自分たちの積み

立てを十分に行っていただくなど

の対応も必要（生活環境課）。 

市の全体人口が減っている中で、需

要と供給の面から、今、早急に新た

に建てなければならない状況では

ない。まずは、地区内で空いている

家の有効活用を（土木課・企画課）。 

１月 28 日（金） 

19：00～21：30 

29 名参加 

垂桜消火栓を地下式から地上

式へ改修することを要望。 

かねての訓練で防火・消火機材

の使い方を女性や高齢者を含

めてみんなが知っておくこと

が大事だ。 

地区公民館の補修。とくに排水

の改善は大至急。 

垂桜公民館の倉庫新築。 

 

 

高峠コスモスの植え付けと管

理を実施するため、公園内の畑

の貸し出しを要望。 

市内においても地上式消火栓の設

置はなく、現在のところ改修の予定

はない。 

大野原防火水槽については、改修

（生コン）を計画している。分団と

日程を打ち合わせる（消防本部）。 

実際に見せていただく。補修部分の

見積をあらためて取っていただき

たい。 

垂桜の方の対象事業は総額経費の

40％、上限 36 万円（社会教育課）。 

畑の貸し出しは、管理できる面積に

応じて可能。できる範囲でいっしょ

にやる（商工観光課）。 

 

 

第７号             通信「大野のいま」       平成 23 年２月 18 日 

両日の対話を「大野づくり計画書」本体に反映していきます 

概  要 
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ずっと安心 

高齢者にやさしい地域

づくり 

  1 高齢者の安否確認（毎日旗をあげて目印に） 

  2 高齢者の病院、買い物のときの乗り物（交通対策） 

  3 高齢者向けの何か娯楽があったらいい 

  4 

 

高齢者クラブがボランティアで作付した野菜を必要なところにふ

るまい大野の野菜として PR 

  5 高齢者が日中過ごせるような場所をつくる 

公民館、地区公民館、

自然学校と、地域との

結びつき 

  6 地区公民館の補修（塗り替え・屋根） 

  7 公民館を開放して健康教室、お菓子作り、夕食づくりができるよ

うにしたい 

  8 登山客の宿泊用に垂桜公民館を有償で提供 

  9 学校近くの田んぼにホタルを呼ぶ、クレソン栽培 

  10 市内スポーツ大会を大野で開催しおにぎり等を提供する 

  11 自然学校に来る子供たちと地元とのふれあいの機会を 

  12 自然学校と地域との連携をもっと密に 

  13 自然学校の職員は大野に住んでもらいたい 

  14 自然学校に来た子供や学生たちの大野での発表会 

  15 自然学校の校庭にナイター設備 

  16 鹿児島大の学生をもっと呼んでほしい 

  17 料理・伝統芸能・炭焼きスクールで老若男女学ぶ 

  18 郷土芸能まつり 

  19 市内７つの棒踊を大野で発表・競演 

  20 自然学校プールの有効活用 

  21 プールで釣り堀 

わ た し た ち の 高 峠 公

園、垂桜の景観資源を

生かす 

  22 高峠の管理を住民に任せてほしい（コスモス復活） 

  23 つつじにもっと手を入れてほしい 

  24 つつじとコスモスをボランティアで手入れしたい 

  25 減少する観光客をくいとめる 

  26 紅葉する樹の並木道 

  27 計画的な開発、住民の声を反映した高峠公園づくり 

  28 もっと公園らしく整備してください 

  29 高峠にクヌギやユズを植えてカブトムシがとれるように 

  30 桜（ソメイヨシノ）の花芽が着かないため、咲く花木を植える 

  31 垂桜は山桜の名所になる、新たな憩いの場の創作を 

  32 埋れた観光資源を有効に活かす、景観の良いところをアピール 

  33 高峠公園にグランドゴルフ場をつくり、地元で管理する 

  34 輝北天球館のような観察施設の建設 

  35 高隈登山や周辺のトレッキング体験 

  36 四季を問わず年間を通して花見ができる、実の成る樹を植え収穫

後販売する 

    

わ
た
し
た
ち
は
大
野
の
人
を
ふ
や
し
た
い
（
住
む
人
・
来
る
人
） 

何をする（行動計画） 

・具体的に 

だれが 

・地区全体 

・○○振興会 

・グループ 

・組織 

・市△△課 

い つ 

・前期（１年目～３年目） 

・中期（４年目～６年目） 

・後期（７年目～10 年目） 

・すぐ取り組む・絶対必要 

・これもできたらいい 

「ありたい姿」や 

ねがい 

福祉・教育・自然・自然学校 
話し合いで出し合った意見・要望一覧 
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生産者も変わる 

  37 柱の茶業と畜産業に特色をもたせる、発想の転換、付加価値 

  38 高峠で茶ハウス、茶づくり体験 

  39 お茶石けん、紅茶、ウーロン茶 

  40 降灰対策（茶業）補助のあり方を見直してほしい 

  41 法人化・団体化など経営の見直し 

わたしたちが売る！ 

  42 インターネットを活用し大野の野菜の良さをアピール 

  43 加工商品や季節商品を売り込む 

  44 大野に物産館をつくる 

  45 軽トラ市を実施 

  46 人がいる場所に出し販路拡大 

  47 お茶だけでなく、地区でまとまり、大野産すべてで「大野ブラ

ンド」 

  48 大野の特産品で予約注文、年末発送 

  49 地元住民による物産フェア開催 

  50 垂水フェリーのりばに出店する 

来た人が喜ぶ体験づ

くり 

  51 枝打ち・タケノコとりなど林業体験を受け入れて山もきれいに 

  52 農園オーナー制度 

  53 野菜づくりに興味のある方へ畑地無料貸し出し 

  54 大野原・垂桜の特性を生かし観光農園、農業体験、１坪農園で

栽培体験 

  55 垂桜の土地を有効活用 

  56 自然学校と連携した観光農園 

  57 ブルーベリー収穫体験・ジャムづくり、カラス対策 

  58 子供が喜ぶことを取り組む 

  59 五右衛門風呂ブームにのる 

加工の取り組みもあ

らたな次の段階へ 

  60 地元焼酎販売 

  61 焼き肉店 

  62 加工技術の向上 

  63 加工グループ運営管理を学ぶ、次のステップに進むための研修 

  64 消費者の「また買いたい」をつかむ取り組み、宣伝のしかた 

  65 情報を発信、リピーターを確保 

  66 大野に出前講座をまねいて商品開発につなげる 

  67 垂桜の天然水を利用しかき氷、飲料ペットボトルをつくる 

    

わ
た
し
た
ち
は
大
野
の
人
を
ふ
や
し
た
い
（
住
む
人
・
来
る
人
） 

農林畜産業・農産加工 

何をする（行動計画） 

・具体的に 

だれが 

・地区全体 

・○○振興会 

・グループ 

・組織 

・市△△課 

い つ 

・前期（１年目～３年目） 

・中期（４年目～６年目） 

・後期（７年目～10 年目） 

・すぐ取り組む・絶対必要 

・これもできたらいい 

「ありたい姿」や 

ねがい 

話し合いで出し合った意見・要望一覧 
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よりよい生活環境

のために 

  68 水道施設、水道管の整備・改修 

  69 大野原急速ろ過器のろ過砂更新 

  70 学校先のカーブが見通し悪い 

  71 猿ヶ城から垂桜へ通ずる連絡道の整備 

  72 大野原～垂桜の連絡道を拡張 

  73 大野原水源地までの舗装を要望 

  74 防災無線の受信機の設置 

  75 道路の悪い所を補修 

  76 消火栓の整備 

  77 防火用水タンクの整備 

  78 辺地債を活用した事業 

  79 奉仕作業が人手不足 

  80 奉仕作業の回数を増やす 

  81 市営住宅を含む、若い人が住める住宅の整備 

  82 教職員住宅の改修 

  83 臭気問題の解決に向け、みんなで事業所に頼む、もっと声を

大に 

  84 市と大学が連携して消臭技術の確立を 

  85 10 年後のクリーンな地域 

空き家などの有効

活用、人を呼ぶ取

り組み 

  86 夏の別荘に短期利用、宿泊用 

  87 おためし暮らし体験 

  88 空き家対策と借り手さがし 

  89 空き地・宅地・畑・山の登録や貸し出し、譲渡などを検討、

地区でとりまとめ 

  90 空き家をリフォームし、低家賃での貸し出し 

  91 空き家修繕費の問題 

  92 市「空き家バンク制度」の活用 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わ
た
し
た
ち
は
大
野
の
人
を
ふ
や
し
た
い
（
住
む
人
・
来
る
人
） 

住環境 

何をする（行動計画） 

・具体的に 

だれが 

・地区全体 

・○○振興会 

・グループ 

・組織 

・市△△課 

い つ 

・前期（１年目～３年目） 

・中期（４年目～６年目） 

・後期（７年目～10 年目） 

・すぐ取り組む・絶対必要 

・これもできたらいい 

「ありたい姿」や 

ねがい 

話し合いで出し合った意見・要望一覧 
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こう 

ありたい 
中分類 

たたき台

番号 
だれが い つ 意見・要望 

わ
た
し
た
ち
は
大
野
に
人
を
増
や
し
た
い 

よ
り
よ
い
生
活
環
境
の
た
め
に 

高
峠
公
園 

68・69 
  ・水道施設、水道管の整備・改修 

・大野原急速ろ過器のろ過砂更新 

83・84 

  ・臭気問題の解決に向け、みんなで 

事業所に頼む、もっと声を大に 

・市と大学が連携して消臭技術の確立を 

記載なし   ・県道（中尾橋～田地明区間）の拡幅の早期実現 

22 中心に   ・高峠公園整備、コスモスの再生 

高
齢
者
に
や
さ
し
い
地
域

公
民
館
と
の
結
び
つ
き 

1   ・高齢者の安否確認（毎日旗をあげて目印に） 

5 
  

・高齢者が日中過ごせるような場所をつくる 

6 
  

・地区公民館の補修（塗り替え・屋根） 

こう 

ありたい 
中分類 

たたき台

番号 
だれが い つ 意見・要望 

わ
た
し
た
ち
は
大
野
に
人
を
増
や
し
た
い 

産
業 

 

臨
時
総
会
に
お
い
て
出
席
者
か
ら
出
さ
れ
た 

 

意
見
を
も
っ
て
、
最
重
点
項
目
と
す
る 

  ・６年後の肝属地区茶業振興大会に向けた垂桜の対応、

整備 

  ・農道（茶園周辺３本）の整備 

  ・降灰対策のためビニールハウス導入検討 

よ
り
よ
い
生
活
環
境
・
景
観
資
源 

来
た
人
が
喜
ぶ 

  ・看板設置の要望／登山口までの道標、登山口、垂桜か

ら垂水への分岐点 

・ローマ字の看板 

  ・田地明～垂桜集落への市道整備 

  ・登山客向けに、地域産品の販売所をつくる 

  ・垂桜公民館上の運動場の管理方法を改善 

  ・紅葉樹を生かして散策できる公園と、駐車場の整備 

・ニッセイの森など散策ルートづくり 

公民館 
  ・垂桜公民館の倉庫を改修する 

・公民館をみんなが「くつろげる場所」「集まる場所」に 

両振興会臨時総会 

何をする（行動計画） 

・具体的に 

だれが 

・地区全体 

・○○振興会 

・グループ 

・組織 

・市△△課 

い つ 

・前期（１年目～３年目） 

・中期（４年目～６年目） 

・後期（７年目～10 年目） 

・すぐ取り組む・絶対必要 

・これもできたらいい 

「ありたい姿」や 

ねがい 

〇 大野原振興会臨時総会（平成 22年 12月 １日） 

 

〇 垂桜振興会臨時総会（平成 22年 12月１３日） 

 

話し合いで出し合った意見・要望一覧 
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〇「大野づくり計画」策定員名簿 

役職名等 氏 名 

大野地区公民館長・大野地区青少年補導員 田之上 光雄 

大野地区公民館主事・大野原振興会長・大野 

地区青少年補導員 
松元 正美 

大野地区体育指導員 岡山 光一 

大野地区子供育成会長 原田 ひとみ 

大野地区公民館監事 前田 利治 

大野地区公民館監事・垂桜振興会長 迫田 均 

大野地区村作り推進委員・大野消防分団長 室田 清信 

大野校区婦人会長・高峠わかば会長 内田 のり子 

大野婦人会長・大野地区生活改善会長 松元 みお子 

垂桜婦人会長 坂元 美智子 

棒踊保存会長・垂水市茶業振興会長 前田 清輝 

大野地区福祉部長 前田 ひとみ 

大野民生委員 宮下 康 

垂桜民生委員 竹澤 サダ子 

大野地区交通安全分会長 原田 勇人 

大野校区畜産会長 室田 修一 

大野地区高齢者クラブ会長 隈元 幸雄 

大野地区高齢者クラブ副会長 内田 一已 

大野地区高齢者婦人部長 野下 ヤス子 

大野地区地域安全モニター 宮下 省司 

大野地区公民館別館 福島 康彦 

大野地区地域担当職員 瀬脇 幸一 

大野地区青年部長 宮下 直弥 

大野原振興会のみなさん 

垂桜振興会のみなさん 

垂水市役所関係各課 

（事務局）垂水市役所企画課地域政策係 
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〇 策定経過 

日 付 話し合い等の名称 参加者数 

H21/８/31 大野地区公民館運営委員会で説明を行う 19 名 

H21/10/16 「地域振興計画」住民説明会（垂桜振興会） 25 名 

H21/11/17 「地域振興計画」住民説明会（大野原振興会） 25 名 

H21/11/30 「地域振興計画」高齢者座談会（垂桜） 20 名 

H21/12/5～6 鹿大「ﾙﾈｯｻﾝｽｱｶﾃﾞﾐｰによる地元学」（垂桜） 40 名 

H22/３/11 「水俣市の生活丸ごと博物館に学ぶ旅」実施 20 名 

H22/７/30 大野地区公民館運営委員会で説明を行う 30 名 

H22/８/３ 事務協議（館長、主事） ４名 

H22/９/29 秋の茶園管理研修会で話し合いへの参加依頼 12 名 

H22/11/２ 両振興会の全戸へ意見募集 － 

H22/11/８ 「福祉・教育部門」の話し合い 16 名 

H22/11/16 「産業部門」の話し合い 17 名 

H22/11/24 「住環境部門」の話し合い 18 名 

H22/12/１ 大野原振興会臨時総会 24 名 

H22/12/13 垂桜振興会臨時総会 25 名 

H23/１/11 地区公民館運営委員中心の話し合い 18 名 

H23/１/14 地区公民館運営委員中心の話し合い 17 名 

H23/１/21 市関係課長同席の話し合い 26 名 

H23/１/28 市関係課長同席の話し合い 29 名 

H23/２/18 計画書全体の内容を協議する話し合い 16 名 

H23/３/25 報告会（鹿児島大学公開講座を活用）  

H23/３/26 大野原振興会総会（報告会）  

H23/３/27 垂桜振興会総会（報告会）  

 

〇 あとがき 

 

 

 

 

 

 

「大野づくり計画」がようやく出来上りました。 

最初はとんでもない計画を引受けたなと感じました。 

どのような計画なのか、どのように進めたら良いのか見当もつきませんでした。 

 しかし、話合いを重ねていくうちに熱心に取組むなら地域活性につながるのではない

か、そんな雰囲気に変わってきました。 

14 回の話合いを重ねた結果、なんと 100 もの行動計画案が出されました。今すぐ取組む

ものや、10 年後を目標にしたものもあります。今後取組むべき明確な目標が出来上りました。 

 先人達が開拓したこの村をこれからは私達が守り、さらに創り上げたいと思います。で

きる事から取組んでいこうと思います。 

 忙しい中、話合いに積極的に参加された運営委員の方々、市役所関係各課の皆様に心か

ら御礼申し上げます。 

大野地区公民館長 
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